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･高宕山 ･富岳 (小豆島産) ･勝山群､計5群,
164個体の頭骨標本から下顎大臼歯歯冠の近遠心径
･近心頬舌径の計6項目を計測した.
まず各群で計淵垣の平均値を井出した.各大臼
歯の近遠心径と近心頬舌径を掛け､それを足し合
わせ合計大臼歯面積とした.また.浜田ら (1996)
l
によるこれらの群の体重データを比較に用いた.
さらに.面積は2乗収.体盃は3乗租で椋野化し､
線計測値と直接比較できるようにした.標準化体
重で標準化大臼歯面積を割った示放 く合計両村示
数)､第二大臼歯の近遠心径および近心賊舌径を
割った示歎 (近遠心径示欺･頼舌径示歎).計3
つの示数を井出して各群を比較した.結果として､
合計面積示削ま0.61から0.74.近遠心径示数は0.
39から0.47､頗舌径示数は0.32から0.38の値を示
した.各示数とも寺島 ･高宕山群が大きく,大臼
歯が体重に対して相対的に大きい傾向が詑められ
た.高浜 ･勝山群は中間に位配しており､宮島群
は相対的に大臼歯が小さい頼向にある.この示数
の撞内変兄は､ニホンザル種内の大臼歯の大きさ
変異とボディ･サイズの変晃が単純に.7ロメトリ
カルな関係を持たない可能性を示唆する.
